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小学校および中学校音楽科授業における歌唱共通教材の
ピアノ伴奏に関する試論

　土　居　知　子
（教育学科教授）

　本研究では，小学校および中学校音楽科授業の歌唱活動におけるピアノ伴奏の現状と問題点に鑑
み，より豊かな音楽表現を追求したり，演奏の際の困難さなどを軽減するための新たな伴奏の在り
方の提案を行った。楽譜における音楽的な基盤を残したうえで，小・中学校それぞれの歌唱共通教
材より《もみじ》，および《早春賦》のアレンジ楽譜の作成を試み，改訂の意図とその効果を具体
的に述べた。その結果，児童・生徒の感性に働きかけるピアノ伴奏の在り方が多様に広がる可能性
を見出し，また「和声法」や「作曲法」とも連関を図った統合的な音楽実践力を身につける必要性
を再認識することができた。
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１．はじめに
　平成 29（2017）年３月 31 日に告示された
新しい小学校学習指導要領および中学校学習
指導要領の音楽における教科目標では「表
現及び鑑賞の（幅広い）活動を通して，音楽
的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の音や音楽（，音楽文化）と豊かに関わる資
質・能力を次のとおり育成することを目指す」

［（　）は中学校］というこれまでにない目標
が導入された。この中の「音楽的な見方・考
え方」について答申では，「音楽に対する感性
を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくってい
る要素とその働きの視点で捉え，自己のイメー
ジや感情，生活や文化などと関連付けること」
と示されている 1）。これを歌唱活動に特化し
て考えてみると，児童・生徒自らが歌詞の意
味をよく考え想像しながら歌唱すると同時に，
音楽を形づくっているハーモニーやフレーズ
などの要素にも耳を研ぎ澄ませて，自己のイ
メージとしっかり結びつけて表現することの
重要性を謳っていると筆者は解釈する。つま
り，児童・生徒の歌唱指導に関わるピアノ伴

奏が，感性に働きかける一助として極めて重
要な役割を果たすことになると言えるであろ
う。ただ実際には，教育現場におけるピアノ
伴奏の役割は副次的に捉えられることが多く，
教員は楽譜をただ音にするだけで精一杯とな
り，弾き歌いでの指導の際に様々な困難や課
題を抱えているケースがしばしば見られる。
本来，ピアノ伴奏は歌唱の単なる補助的な役
割ではなく，歌唱と対等に呼応した上で音楽
の基盤を形作る重要な位置づけであり，道筋
をしっかり示しながら音楽を彩り豊かに表現
する存在でなくてはならない。表情豊かで音
楽的な伴奏を通して児童・生徒は感性を刺激
され，楽曲を深く理解して感じ取ることがで
き，歌唱表現の幅がより大きく広がってくる
のは明らかである。
　そこで本稿では，歌唱活動におけるピアノ
伴奏の役割に重点を置き，小学校・中学校歌
唱共通教材からそれぞれ1曲を取り上げ，児童・
生徒の感性豊かな歌唱を導くための音楽的か
つ実践的な伴奏の在り方について，多様な視
点から提言を行っていきたい。
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いくことが，教員や生徒（及び児童）双方にとっ
て充実した音楽科授業の実現のための一助とな
るのではないか，と考えるに至った。
　一般的に，小学校及び中学校での音楽科授業
において，ピアノ伴奏が関わってくる度合いや
ピアノ伴奏がもたらす音楽的な意義や効果は，
総じて高いと言えるだろう。しかし，授業に携
わる教員の音楽経験や能力は多種多様であり，
誰もが一つのレヴェルや基準に当てはまるとは
限らない。音楽科授業での指導の在り方やその
中での伴奏の在り方も，個々のケースに応じて
多様性が認められても良いのではないだろう
か。本稿の目的は，様々な校種における音楽科
授業のなかで，現場で即時かつ柔軟に対応でき
る伴奏能力を高めるための教材研究の一環とし
て，音楽的・実践的な伴奏が可能となる「アレ
ンジ伴奏楽譜（注釈等の加筆を含む）」を作成し，
現場での活用を提案していくものである。　
　本稿執筆者である大谷と土居は，近年は隔年
で「伴奏法」の授業を担当しているが（2020
年度は大谷，2021 年度は土居が授業担当者），
実際の授業内容や受講学生の様子を通して垣間
見える現状と課題を基に，伴奏を行う場面で学
生は何を「難しい」と感じているのか，何を習
得したいと望んでいるのかを考えながら，より
音楽的に充実した授業を展開するための一材料
となる，原曲を基にした筆者によるアレンジ楽
譜（改訂版）作成を試みる。

３．小学校歌唱共通教材《もみじ》について
　「伴奏法」の授業では主に中学校歌唱共通教
材を中心に扱うが，その他にコードネームの学
習や実際の楽曲に対するコード伴奏付け，左手
の様々な伴奏パターンの習得など多岐にわたる
内容を学ぶ。その中でも小学校歌唱共通教材で
ある《もみじ》はコード伴奏付けの課題として
格好の教材であり，学生からは様々なコードや
伴奏パターンの発案がある。本節ではその実例
も参考にしながら，《もみじ》のより音楽的な
伴奏の一つの形を提案していく。
　《もみじ》は高野辰之作詞，岡野貞一作曲に
よる楽曲で，明治 44（1911）年の『尋常小学唱歌』

２．研究の背景と目的
　京都女子大学発達教育学部教育学科音楽教育
学専攻は，中学校・高等学校［音楽］の教員養
成課程を有しているため，音楽科教員を目指す
学生が多数在籍している。また，近年では，同
時に小学校教諭の免許を取得し，中・高音楽科
教員のみならず小学校教員や音楽専科の教員と
しての活躍を目指す学生も一定数存在する。教
育現場に立つ教員として必要な音楽基礎力や表
現力については，「ピアノ」「声楽」等の実技系
授業を通して個々の力を向上させることが可能
であるが，同時に，歌唱指導や器楽指導をサポー
トする「鍵盤楽器による伴奏能力」や「伴奏に
おける応用力」を並行して習得することが，よ
り充実した授業構築のために必要不可欠である
ことは言うまでもないだろう。
　本専攻では，理論と実践の両面からピアノ伴
奏能力を身に付け，教育現場で即時対応できる
応用実践力の強化を目指す科目として「伴奏法」
が置かれている。免許取得に際して必修科目で
はないものの，小学校・中学校・高等学校の教
科書に掲載されている楽曲を中心に，それらの
伴奏を円滑かつ音楽的に行うための具体的なス
キルを身に付けることを目指し，毎年多くの学
生が受講している。しかし近年は，教員を目指
す学生のピアノ学習経験が多様化しており，実
技能力の二極化が以前より進んでいる傾向が見
受けられる。つまり，伴奏の実践において，既
成伴奏譜を音楽性豊かに表現できる学生がいる
一方で，読譜に時間がかかり，ピアノ伴奏に必
要とされるテクニックや表現法に何らかの問題
を抱え，将来的に音楽科の授業で弾き歌いをし
ながら指導していく現場対応能力に不安を覚え
る学生が少なからず存在するのである。このよ
うな背景をもとに，音楽の教科書に掲載されて
いる教材の伴奏楽譜においても，これまで授業
で取り上げてきた既成のものを使用するだけで
はなく，教師側の実技能力や授業の到達目標，
各単元のねらいに合わせて，「より柔軟に対応
できる」，「より問題点が解決しやすくなる」，
あるいは「より多彩な音楽表現を可能にする」
ためのアレンジ楽譜（改定版楽譜）を提案して
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勢いを中断することにも繋がってしまうとも言
えるのではないだろうか。これらの問題点に鑑
み，伴奏の基本的な形はそのまま踏襲しつつ，
部分的なアイデアを追加，修正することによっ
て新しいヴァージョンの伴奏譜を作成した [ 譜
例２]。

４．《もみじ》の改訂伴奏版とその効果について
　ここでは原曲に部分的な改訂を施した箇所の
意図と，その効果について述べる。
・ ８小節　原曲では２拍目と３拍目が同じ属
和音となっており，弱拍から中強拍への移
行にぎこちなさを感じる。改訂版では２拍
目にドッペルドミナントを配置し，テノー
ルの動きを A → H → C という滑らかな順次
進行に変更した。また左手４拍目の休符に
代えて，第２フレーズに向かうための上行
音階を８分音符で配置した。前述のテノー
ルパートからこの音の動きを繋げてみると，
A → H → C → D → E → F という主和音に
向かう一連の大きな順次進行を生み出してい
る。

・ ９小節　原曲では３拍目が属和音であるが，
ここに副属和音である A7 を配置した。郷愁
を誘う新たな和音の響きを感じて欲しい。右
手の内声には C → Cis → D という半音進行
を含んでいる。

・ 11・12 小節　原曲では 11 小節４拍目から 12
小節１拍目が同じ主和音なので，やはりここ
もぎこちなさを感じる。これを解決するため
に 12 小節１拍目にドッペルドミナントの９
の和音を配置し，それを含んだ典型的なカデ
ンツを配置し，第２フレーズの終止形として
まとめた。更に右手４拍目の休符に代えて音
階上行形を配置，大きな広がりのある第３フ
レーズへの推進力を持たせた。

・ 15 小節　原曲では１拍目が属和音，３拍目が
主和音とこれまでと変化の少ない単純な響き
となっている。ここでは１拍目に Am，３拍
目に Dm というマイナーコードを配置し，響
きの変化をもたらした。

・ 17 小節　原曲では３拍目の和音が主和音であ

に初めて掲載され，昭和 52（1977）年に共通
教材に指定された。第４学年の歌唱共通教材で
ある。高野は国文学者であるが東京音楽学校教
授を務め，共通教材としては他にも《ふるさと》

《おぼろ月夜》《春がきた》《春の小川》の作詞
を担当している。なお《もみじ》を含むこれら
の楽曲の全ては，やはり東京音楽学校の教授で
あった岡野が作曲した。歌詞は日本の美しい秋
の情景を繊細な表現を用いて詩情豊かに謳った
もので，日本人の心に寄り添った郷愁を誘う内
容である。楽曲は４つのフレーズによる典型的
な二部形式構造であるが，親しみやすい素朴な
旋律が漸次的に展開していく美しいまとまりを
持った曲である。
　原曲の伴奏［譜例１］2）は四声体を想起させ
る簡潔なものであるが，筆者にとっては部分的
に改訂した方が望ましいと考えられるポイント
があり，それは以下の 3点に集約される。

　（１）和音の響きの種類が少ない
　（２） 弱拍から強拍（中強拍）への同一和音

の連続が見られる
　（３） 歌唱のブレスのタイミングで伴奏も全

て同様に休符となっている

　まず１点目であるが，原曲は基本的に主要三
和音を中心に和声付けがなされており，安定感
のある伴奏と言える。ただ和音の響きや和声の
流れがやや単調である感は否めない。なお簡易
伴奏版では，４フレーズ目に副三和音や副属和
音を使い，原曲とは微妙な変化をつけている。
次に２点目は，例えば 11 小節の 4 拍目から 12
小節 1拍目への連結は共に同じ主和音となって
いるが，弱拍である 4拍目から強拍である 1拍
目に同一和音を連続して用いることにより，本
来重みのかかる 1拍目を先取りしている 4拍目
の方にやや不自然さを感じてしまう。そして３
点目については，歌唱と伴奏が同時にプレス
をして次のフレーズに一緒に入るという意味で
は，適切な伴奏形とも言えるが，同時に呼吸す
ることで間が空き，音楽全体の流れ，フレーズ
からフレーズへの移行の際の気持ちの高まりや
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アンケート調査を初めて実施した。まず，その
アンケートにおける質問項目を以下に挙げる。

Q 1. 歌唱共通教材全 7曲（赤とんぼ・荒城の月・
早春賦・夏の思い出・花・花の街・浜辺の歌）
のうち，授業で学習したことのある曲はどれ
か。

Q 2. 歌唱共通教材 7 曲のうち，全く学習しな
かった曲，曲の内容がどのようなものである
かがわからないものはどれか。

Q 3. 歌唱共通教材 7 曲のうち，“ピアノ伴奏を
付けながらの歌唱指導”の課題として A: 比
較的取り組みやすい（少しの練習でも弾ける）
曲，B: できれば避けたい曲は何か。また，避
けたいその理由は何か。

Q .4 歌唱共通教材のピアノ伴奏をする際に，自
分にはどのような問題点，克服すべき課題が
あると考えるか。

　
　では次に，アンケート結果（複数回答可）に
ついて述べていくことにする。Q1. は多い順に
《花》26％，《夏の思い出》23％，《赤とんぼ》
18％，《浜辺の歌》15％，《荒城の月》7％，《早
春賦》6％，《花の街》5％となった。上位 4 曲
にやや偏っている傾向が見られる。Q2. は多い
順に《早春賦》27％，《花の街》27％，《荒城の月》
19％，《浜辺の歌》12％，《花》7％，《赤とん
ぼ》4％，《夏の思い出》4％となり，内容的に
Q1 との対称性・関連性が見て取れた。Q3. は
「A: 比較的取り組みやすい（少しの練習でも弾
ける）曲」として，《赤とんぼ》27％，《夏の思
い出》25％，《荒城の月》16％が上位となり，ゆっ
たりとした曲調でシンプルな伴奏が付けられた
教材が並んだ。一方，「B: できれば避けたい曲」
として，《花の街》41％，《早春賦》20％，《浜
辺の歌》13％が上位に挙がってきた。注目すべ
き点は「その理由」であろう。その一部を以下
に紹介する。
◆細かく複雑なパッセージが多い
◆指使いがわからないので弾きにくい
◆アルペジオが苦手でうまく指や腕が運べない
◆和声（和音）がイメージしにくい

るが，ここでは F7 という副属和音を配置し，
これまでに現れていない新鮮な和声の響きを
取り入れた。

・ 19 小節　原曲では１拍目がやはり主和音
である。懐かしい響きのするドッペルドミ
ナントを終結に再度配置し，右手の内声に
H → B → A という半音階の動きを取り入れ
た。これを 18 小節バスの動きから繋げると
D → Des → C → H → B → A という滑らかな
半音下行の動きが現れる。

　全体的にはまず主要三和音に加えて，副三和
音，ドッペルドミナントを含む副属和音を適所
に配置し，微細な響きの変化を与えた。当然，
主要三和音の響きと，基本的なトニック・ドミ
ナント・サブドミナントの連結を自然に身につ
けていくことは重要である。ただ，それ以外に
も様々な和音の性格があることを体感し，音楽
の色彩や響きの更なる豊かさ・美しさを感じな
がら歌唱することはとても大切なことでないだ
ろうか。同時に，時折配した伴奏の半音進行を
聴くことにより，音楽に内在するロマンティッ
クな表情も感じ取って欲しい。また３点目の問
題として指摘した，フレーズの終わりのタイミ
ングで伴奏も休符となっていた箇所について
は，特に曲の中盤から終盤にかけて繋ぎの 8分
音符を挿入した。特に第 2フレーズから第 3フ
レーズにかけての流れは高揚感が増す部分であ
るため，音楽の流れを止めない橋渡しの役目を
担うパッセージが必要ではないだろうか。その
他にも随所に配したフレーズとフレーズの間を
繋ぐ音形を聴くことにより，フレーズ同士にお
ける起承転結やフレーズの大きなまとまりを感
じ，楽曲全体をより俯瞰的に捉えることが可能
になるのではないかと筆者は考える。

５． 「伴奏法」授業で実施した中学校歌唱共通
教材に関するアンケート調査

　2021 年度の「伴奏法」の授業では，伴奏に
関わる各自の課題や目標を把握するために，ま
たそれに加え，各々が中学生時代にどのような
歌唱共通教材を実際に学んだかをリサーチする
目的で，受講生 32 名に対し授業初回において
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や効果について解説していく。まず，全体的な
内容を以下にまとめる。
◆ 和音の理解，スムーズな和声進行の一助とな
るコードネームを楽曲全体に記した

◆ 音の流れをイメージしやすいように，変則的
な音の並びには指使い番号を記した

◆ アルペジオや和音は，1オクターブ内に収め，
音をつかみやすくした

◆ アルペジオのスムーズな演奏のために，転回
形を用いたりポジションの変更を行った

　基本的な考えとしては，弾きにくさを軽減し，
音が読みやすく，なおかつ掴みやすくすること
を目的としている。次に，各変更箇所について
具体的に解説していく。
・ 1 ～ 2 小節　原曲では左手のみで奏する跳躍
の大きいアルペジオ型の伴奏が見られるが，
ベースのE ♭以外を右手で取るよう指示した。
それにより，運指が楽になり音がよりレガー
トで整う効果が期待できる。

・ 3 小節，6 小節　左手のアルペジオで跳躍が
大きくならないようポジションを変更した。
それにより，移動が少ない分，ミスタッチを
減らすことが可能となる。

・ 8 小節　原曲では右手の Es に対して B ♭7 の
和音があてがわれており，和声的に大きな違
和感を覚える。ここは A ♭の和音が理論的に
も自然であると考え，変更を施した。

・ 9 小節　左手におけるべースラインをなだら
かに形成するために，E ♭の第 2 転回形を用
いた。移動も少なくなり，ベースの横の流れ
も強調されるため，フレーズがまとまりやす
くなる効果が期待できる。

・ 10 小節　アルペジオ型からのオクターブポジ
ションは掴みにくいので単音にした。

・ 16 小節　右手の和音は同音連打の方が容易な
ので，和音の重なりを変更した。

・ 19 ～ 22 小節　前奏の伴奏形に倣ったリズム
形を右手に施し，中間部の音楽の流れや変化
を印象付けた。伴奏形が終始同じであると起
伏がつきにくく，表情が乏しくなる可能性が
ある。

◆前奏が難しく表現のハードルが高い
　また，これに関連すると考えられるQ4. では，
次のような回答が並んだ。
●ピアノ伴奏に追われ，適切な指導ができない
●歌詞の内容に沿った豊かな音楽表現が難しい
●和声感とそれを活かすペダリング
●初見能力・読譜力の速さと確実性
●コードネーム・和音進行の理解
　以上のアンケート結果を総合的に分析する
と，中学校音楽科授業の中での歌唱共通教材の
学習経験と，歌唱共通教材のピアノ伴奏に対し
て現在抱いている印象との間に，ある種の相関
性が見られると筆者は考える。現場の教員は，
ある程度個人の裁量で，取り上げる教材を自由
に決めて年間の授業を組み立てていると想像す
るが，もし，ピアノ伴奏における実技能力や対
応能力の不足やそれによる不安が原因で，歌唱
共通教材の選曲が偏っているケースがあるとす
れば，それは非常に残念なことである。筆者は，
歌唱共通教材のピアノ伴奏の際に向き合う難し
さや問題点が軽減され，教員が柔軟に取り組み
やすい「アレンジ楽譜」の存在が，選曲の偏り
を少なくするのではないかと考えた。そこで，
今回のアンケートで，中学校での学習経験が少
なく，これからの歌唱指導の取り組みとして「で
きれば避けたい曲」としても上位に挙がった《早
春賦》のアレンジを最初の試みとして取り上げ
たい。アンケートで浮かび上がってきた種々の

「難しさ」や「克服すべき課題」を踏まえなが
ら，既成伴奏譜の基本的な形はそのまま踏襲し
つつ，より弾きやすく，また練習でも取り組み
やすい様々な要素や注釈を加筆し若干の修正を
施した新しいヴァージョンの伴奏譜を作成した
[ 譜例３]。

6． 《早春賦》のアレンジ伴奏版とそのねらい
について

　吉丸一昌作詞，中田章作曲の《早春賦》は，
1913（大正 2）年に発表された。長野県大町市
から安曇野一帯の早春の風景を歌ったものであ
る。本節では，原曲を基に部分的な修正やアレ
ンジを施した箇所を具体的に挙げ，そのねらい
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アイデアを与えていかなければならないとの考
えに至った。

8．おわりに
　平成 28（2016）年度より制度化された「義
務教育学校」は，９年間を通した教育課程の編
成と系統的な教育の実践を行なっており，「音
楽科」の授業においても初等教育から中等教育
へのスムーズな移行と積み上げが求められてい
る。小学生の時から真に音楽的で表現豊かな伴
奏を伴って歌う経験を重ね，中学生ではそこで
培われた音楽性や感性を更に深めていけるよう
な体系的な音楽教育が今後は主流となってくる
であろう。そして，学習指導要領の教科目標と
して挙げられた「音楽的な見方・考え方」に基
づいた「創意工夫を生かした表現」の実現を目
指し，より柔軟な歌唱指導とピアノ伴奏を実践
していくことが求められると考える。
　今回提案したアレンジ楽譜については，実際
に学生がどのように捉えたのか，そして既成の
楽譜との違いや弾きやすさなどについての改善
点や問題点について充分に検証することができ
なかった。この点を今後の課題とし，アレンジ
楽譜を使用した指導にどのような音楽的効果が
見られるかを明らかにしたうえで，引き続き音
楽的かつ実践的なピアノ伴奏の在り方について
の提案を行い，更に考察を深めていきたいと考
えている。
　なお，本稿の執筆は，1・3・4を大谷が，2・5・
6を土居が担当し，7・8は共同執筆したことを
付記しておく。

・  22 小節　E ♭の代わりにB ♭ 7 を配置し，カデ
ンツ（終止形）を明確にした。

・ 27 小節　4 オクターブに亘るアルペジオを，
くぐり指無しで演奏できるように，右手と左
手で分担する方法を示した。アルペジオの柔
らかなレガート感が増す効果が期待できる。

・ 30 小節　右手 E ♭第 1 転回形の和音の指使い
を 1・2・4 に変えることによって，前小節と
の音量や音色の違いを表現することが可能と
なる。

7．まとめと考察
　今回《もみじ》と《早春賦》のアレンジ楽譜
の提案を行い，既成の楽譜にとらわれず，伴奏
を通してより豊かな音楽的イメージを与えた
り，演奏上での難しさを解消してより取り組み
やすくするためのアレンジの有用性について考
察を進めた。それにより，既成楽譜をただ弾く
だけではなく，場面に応じた創作・編曲能力も
持ち合わせ，将来教員として様々なケースに臨
機応変かつ柔軟に対応できる学生を育成する必
要性を再認識することとなった。実技能力やソ
ルフェージュ能力の多様化が見られる中で，円
滑かつ充実した音楽科授業のためには，歌唱共
通教材の伴奏譜においても多様性を探り，旋律
に新たな和声を施して色彩をより豊かにした改
訂版や，原曲を基に弾きやすく理解しやすくし
た簡易アレンジ版を独自に作成する，といった
能力が必要になってくるであろう。そのために
は「伴奏法」の授業のみならず，「和声法」や「作
曲法」など他の授業との連携を図り，学生自身
が如何にそれらの科目の学びと関連づけ，統合
的な音楽実践力として身につけていけるかが何
より重要になってくると考える。各授業の連携
の在り方，その中で個々の音楽能力を確実に高
めていける方法を，引き続き追究していく必要
があるが，まずは学生が自身の課題克服に向け
て普段の地道な努力を続けていくことが肝要で
あろう。多様な実践スキルを身に付けながら，
音楽的で表情豊かな伴奏をきちんと聴き分ける

“耳”を作っていき，一人ひとりの学生の感性
を磨くために，教員は様々な観点からヒントや

【注】
１）初等科音楽教育研究会編『改訂版最新初等科

音楽教育法』（音楽之友社 , 2020）p.13
　　中等科音楽教育研究会編『改訂版最新中等科

音楽教育法』（音楽之友社 , 2020）p.12
２）本稿における譜例作成にあたっては，『改訂版　

最新初等科音楽科教育法』（音楽之友社 ,2020）
および『改訂版最新中等科音楽科教育法』（音
楽之友社 ,2020）を参照し，大谷・土居がそれ
ぞれ作成した。

引用・参考文献
小畑郁男・佐野仁美（2020）『音楽を教えるヒント



発 達 教 育 学 部 紀 要

― 105 ―― 104 ―
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［譜例１］
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